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要旨

自転車のライトとコンデンサーをつないで発電し，発生した電力を計算することにより，実際

の生活への応用の可能性を探った。
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１ 序論

現在、日本は 95パーセント以上を火力発電と原子力発電に頼っている。しかし将来，有限で

ある資源は必ず枯渇する。そうなれば，日本は自然エネルギーによる発電に頼らざるを得なく

なる。しかし，自然エネルギーでは供給されるエネルギーは安定せず，少量の電力しかまかな

えない。しかし，人力が加わればそれなりの電力が賄えると考え，実験を行った。

２ 使用した実験装置について

自転車のライトを分解し導線をはんだ付けし，導線をつないだ。

３ 実験とその原理

【実験】

導線をつけたライト，抵抗とコンデンサー（10F），交流を直流に変換するためのダイオー

ドをつなぎ（図１），ダイナモをタイヤに接触させて（図２），自転車を 1 分間こぎつづけて

コンデンサーを蓄電した。

その後，電圧計を用いて，蓄電したコンデンサーの電圧（放電時の最大の電圧）を測った。

静電エネルギーの公式は Ｕ =
１

２
２ܸܥ と表されるので，測定した電圧を用いてコンデン

サーに蓄えられた電気エネルギーを計算した。

図 1 実験器具 図 2 実験の様子
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図 3 充電時の回路図 図 4 放電時の回路図

【結果】

１分の充電で 2.5V の電圧を生じた。

したがって
１

２
× 10[F] × (2.5)２＝31．25[J]の電気エネルギーを得ることができた。

仮に，1 時間充電した場合の電力量（31．25×60[分]＝1875[J]）がどの程度のエネルギ

ーに相当するのか調べてみた。以下その結果を示す。

○コンビニの１時間の消費電力量（7.7×10７J）

約 41000 人が 1時間自転車をこいだ時の電力量に相当する。

○冷蔵庫の１時間の消費電力量（1.3×105J）

約 69 人が 1 時間自転車をこいだ時の電力量に相当する。

○エアコンの１時間の消費電力量（2.9×106J）

約 1547 人が 1 時間自転車をこいだ時の電力量に相当する。

４ 結論と今後の課題，未来への提言

日本の総人口は１億２千万人を超えているのでその，１％の人が自転車を１時間こぐだけで

も 31 店のコンビニ１時間分の電力をまかなえることになる。余暇を活用して多くの人が少しず

つ発電すれば，それだけでもかなりの電力をまかなえることが分かる。

よって，効率の良い人力発電機を開発し，電気を供給する設備を各地に設けることを提案し

たい。
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